
　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
長
谷
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
自
治
会
連
合
会
、
並
び
に
各
地
区
の
自
治
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
、皆
さ
ま
の
ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
工
夫
を
し

な
が
ら
自
治
会
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、七
月
に
入
り
、

全
国
的
に
新
規
感
染
が
急
拡
大
し
て
お
り
、
自
治
会
活
動
や
行
事
等
の
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
治
会
活
動
の
縮
小
や
自
治
会
加
入
率
の
低
下
な
ど
、

近
年
自
治
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
良

い
市
民
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
地
震
・
自
然
災
害
、
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
な
ど
、
ご
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
自
治
会
活
動
を
中

心
と
し
た
地
域
の
助
け
合
い
が
重
要
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要

な
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
各
自
治
会
相
互
の
連
携
、
行
政
で
あ
る
羽
生
市
と
の
連
携
を

密
に
し
、
協
力
し
な
が
ら
自
治
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
生
市
自
治
会
連
合
会
　
会
長
あ
い
さ
つ

羽生市自治会連合会
会長　長谷川　光男

副会長
福地　貞夫

副会長
石森　実

事務局長兼会計
蓮見　喜義

令和４年７月９日　旭町町内
旭町自治会による山車渡御
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羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
か
ら
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
私
は
こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
５
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援

に
対
し
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
羽
生
市

が
未
来
に
わ
た
っ
て
活
気
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
よ
う
、
企
業
誘
致
を
進
め
、
働
く
場
所
や

人
口
の
増
加
、
税
収
増
を
図
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
さ
ら
に
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
羽
生
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
川
俣
地
区
の
東
武
鉄
道
車
両

基
地
予
定
地
に
つ
い
て
も
、
民
間
開
発
へ
の
突

破
口
を
見
い
だ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
信
任
と
ご
期
待
に
お
答
え
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
羽
生

市
自
治
会
連
合
会
定
期
総
会
が
書
面
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
面
議
決
に
よ
り
以
下
の
議
案
が
全
数

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
令
和
３
年
度
事
業
報
告

　
②
令
和
３
年
度
収
支
決
算

　
③
令
和
４
年
度
の
役
員
選
出
に
つ
い
て

　
④
令
和
４
年
度
事
業
計
画

　
⑤
令
和
４
年
度
収
支
予
算

　

自
治
会
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、
今
年
で

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
信

頼
さ
れ
る
自
治
会
運
営
（
住
民
自
治
）
を

構
築
す
る
た
め
、
各
自
治
会
と
情
報
を
共

有
し
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

去
る
7
月
20
日
に
今
回
任
期
を
終
え
て

退
任
さ
れ
た
自
治
会
長
13
名
に
対
し
、
羽

生
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
生
市
長
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、退
任
自
治
会
長
を
代
表
し
て
伊
藤
正
男

様（
小
松
）が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

〈
退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
）〉

元　
　
　
　
　
町 

伊　
澤　
政　
輝

新　
郷　
１　
区 

小　
島　
喜　
雄

新　
郷　
２　
区 

漆　
原　
文　
昭

新　
郷　
３　
区 

岩　
田　
雅　
弘

新　
郷　
５　
区 

柳　
島　
　
　
明

須　
影　
団　
地 

捧　
　
　
　
　
保

上
岩
瀬
中
妻 

渋　
澤　
晴　
夫

中

岩

瀬

下

 

間　
中　
治　
彦

小　
　
　
　
　
松 

伊　
藤　
正　
男

藤
井
上
組
西 

西　
山　
　
　
昇

尾　
　
　
　
　
崎 

田　
沼　
利　
之

北　
　
　
　
　
袋 

須　
永　
勝　
愛

下
手
子
林
（
上
） 

小　
林　
史　
準退任自治会長感謝状贈呈式

第
10
回　
定
期
総
会
が

書
面
議
決
さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

「
羽
生
市
を
活
気
あ
る

住
み
や
す
い
ま
ち
に
」

羽
生
市
長

　

河 

田 

晃 

明
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会　
　
　
長	

長
谷
川　
光　
男
（
中
央
）

副　
会　
長	

石　
森　
　
　
実
（
手
子
林
）

副　
会　
長	
福　
地　
貞　
夫
（
三
田
ケ
谷
）

事
務
局
長
兼
会
計	
蓮　
見　
喜　
義
（
井
泉
）

常
任
理
事	
小
久
保　
光　
雄
（
東
）

　
　
〃　
　

	

松　
本　
昌　
輝
（
西
）

　
　
〃　
　

	

大　
澤　
博　
信
（
南
）

　
　
〃　
　

	

長
谷
川　
弘　
行
（
北
）

　
　
〃　
　

	

野
々
山　
和　
博
（
新
郷
）

　
　
〃　
　

	

関　
口　
泰　
雄
（
須
影
）

　
　
〃　
　

	

楢　
原　
克　
規
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　

	

櫻　
井　
敏　
雄
（
川
俣
）

　
　
〃　
　

	

田　
口　
正　
明
（
村
君
）

理　
　
　
事	

中　
込　
栄　
志
（
中
央
）

　
　
〃　
　

	

髙　
橋　
壮　
一
（
東
）

　
　
〃　
　

	

田　
沼　
　
　
昭
（
西
）

　
　
〃　
　

	

中　
島　
義　
彦
（
南
）

　
　
〃　
　

	

桑　
子　
安　
司
（
北
）

　
　
〃　
　

	

正　
田　
弘　
行
（
新
郷
）

　
　
〃　
　

	

木　
村　
喜　
光
（
須
影
）

　
　
〃　
　

	

川　
田　
　
　
茂
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　

	

小　
峰　
裕　
幸
（
川
俣
）

　
　
〃　
　

	

染　
谷　
幸　
雄
（
井
泉
）

　
　
〃　
　

	

石　
坂　
明　
彦
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　

	

野　
中　
孝　
一
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　

	

新　
井　
哲　
雄
（
村
君
）

監　
　
　
事	

五
月
女　
一　
夫
（
村
君
）

　
　
〃　
　

	

齋　
藤　
哲　
也
（
中
央
）

委　
員　
長	

小
久
保　
光　
雄
（
東
）

副
委
員
長	

眞　
中　
行　
雄
（
岩
瀬
）

委　
　
　
員	

齋　
藤　
哲　
也
（
中
央
）

　
　
〃　
　

	

田　
沼　
　
　
昭
（
西
）

委　
　
　
員	

大　
澤　
博　
信
（
南
）

　
　
〃　
　

	

長
谷
川　
弘　
行
（
北
）

　
　
〃　
　

	

田　
口　
惠　
己
（
新
郷
）

　
　
〃　
　

	

長　
島　
勝　
美
（
須
影
）

　
　
〃　
　

	

櫻　
井　
敏　
雄
（
川
俣
）

　
　
〃　
　

	

石　
川　
　
　
武
（
井
泉
）

　
　
〃　
　

	

戸
ヶ
﨑　
清　
二
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　

	

吉　
田　
雅　
一
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　

	

五
月
女　
一　
夫
（
村
君
）

委　
員　
長	

野　
中　
孝　
一
（
三
田
ヶ
谷
）

副
委
員
長	

小　
島　
久　
佳
（
手
子
林
）

委　
　
　
員	

長
谷
川　
光　
男
（
中
央
）

　
　
〃　
　

	

髙　
橋　
壮　
一
（
東
）

　
　
〃　
　

	

松　
本　
昌　
輝
（
西
）

　
　
〃　
　

	

中　
島　
義　
彦
（
南
）

　
　
〃　
　
	

長
谷
川　
弘　
行
（
北
）

　
　
〃　
　
	

新　
井　
　
　
清
（
新
郷
）

　
　
〃　
　

	
柿　
沼　
宏　
衛
（
須
影
）

　
　
〃　
　

	
小　
磯　
年　
雄
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　

	

大　
谷　
　
　
靖
（
川
俣
）

　
　
〃　
　

	

関　
根　
富　
夫
（
井
泉
）

　
　
〃　
　

	

早　
川　
　
　
明
（
村
君
）

委　
員　
長	

関　
口　
　
　
清
（
新
郷
）

副
委
員
長	

髙　
橋　
壮　
一
（
東
）

委　
　
　
員	

中　
込　
栄　
志
（
中
央
）

　
　
〃　
　

	

松　
本　
昌　
輝
（
西
）

　
　
〃　
　

	

中　
島　
義　
彦
（
南
）

　
　
〃　
　

	

桑　
子　
安　
司
（
北
）

　
　
〃　
　

	

荻　
野　
時　
男
（
須
影
）

　
　
〃　
　

	

渡　
辺　
和　
明
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　

	

青　
柳　
伸　
治
（
川
俣
）

　
　
〃　
　

	

小　
島　
健　
一
（
井
泉
）

委　
　
　
員	

杉　
山　
吉　
雄
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　

	

林　
　
　
　
　
明
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　

	

児　
玉　
　
　
敦
（
村
君
）

【
中
央
支
部
】

上　
　
　
　
町	

齋　
藤　
哲　
也

本　
　
　
　
町	

中　
込　
栄　
志

旭　
　
　
　
町	

長
谷
川　
光　
男	

◎

【
東
支
部
】

愛　

宕　

町	

髙　
橋　
壮　
一

東　
　
　
　
町	

小
久
保　
光　
雄	

◎

【
西
支
部
】

相　

生　

町	

田　
沼　
　
　
昭

栄　
　
　
　
町	

松　
本　
昌　
輝	

◎

【
南
支
部
】

一　

丁　

目	

中　
島　
義　
彦

元　
　
　
　
町	

大　
澤　
博　
信	

◎

【
北
支
部
】

大　

和　

町	

桑　
子　
安　
司

東
大
和
町	

長
谷
川　
弘　
行	

◎	

【
新
郷
支
部
】

新
郷
１
区	

酒　
巻　
勝　
美

新
郷
２
区	

岩　
澤　
　
　
明

新
郷
３
区	

漆　
原　
秀　
雄

新
郷
４
区	

清　
水　
一　
郎

新
郷
５
区	

長　
島　
和　
雄

新
郷
６
区	

小　
坂　
　
　
明

新
郷
７
区	

野
々
山　
和　
博	

◎

新
郷
８
区	

横　
山　
昌　
一

新
郷
９
区	

村　
岡　
　
　
勇

新
郷
10
区	

田　
口　
惠　
己

新
郷
11
区	

須　
永　
英　
樹

新
郷
12
区	

新　
井　
　
　
清	

新
郷
13
区 

関　
口　
　
　
清

新
郷
14
区 
正　
田　
弘　
行

家庭用陶器から業務用陶器まで
いっぱいあるよ　安いよ

お茶もあるよ

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

自
主
防
災
推
進
委
員
会

総
務
委
員
会

令
和
４
年
度
自
治
会
連
合
会
役
員

（　
）
内
は
支
部
名

令
和
４
年
度 

自
治
会
長　
74
名

（
◎
は
支
部
長
）

（3） 第18号　令和４年８月18日 羽生市自治会連合会だより

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



【
須
影
支
部
】

下　

川　

崎	

柿　
沼　
宏　
衛

上　

川　

崎	

木　
村　
喜　
光

須
影
一
区	

石　
田　
尚　
久

須
影
二
区	

清　
水　
　
　
栄

砂　
　
　
　
山	

関　
口　
泰　
雄	

◎

加
羽
ヶ
崎	
荻　
野　
時　
男

秀　
　
　
　
安	
蛭　
間　
一　
元

下　

羽　

生	
中　
島　
康　
雄

須
影
団
地	

長　
島　
勝　
美

【
岩
瀬
支
部
】

上
岩
瀬
中
妻	

松　
本　
秀　
雄

上
岩
瀬
中
宿	

渡　
辺　
和　
明

中
岩
瀬
上	

楢　
原　
克　
規	
◎

中
岩
瀬
下	

小　
磯　
年　
雄

下
岩
瀬
南	

川　
田　
　
　
茂

下
岩
瀬
東	

眞　
中　
行　
雄

小　
　
　
　
松	

大　
塚　
錦　
一

桑　
　
　
　
崎	

金　
子　
俊　
之

【
川
俣
支
部
】

上　

川　

俣	

関　
根　
國　
雄	

稲　
　
　
　
子	

大　
谷　
　
　
靖	

本　

川　

俣	

櫻　
井　
敏　
雄	

◎

本
川
俣
東	

青　
柳　
伸　
治

小　

須　

賀	

小　
峰　
裕　
幸

【
井
泉
支
部
】

今　
　
　
　
泉	

蓮　
見　
喜　
義	

◎

発　
　
　
　
戸	

関　
根　
三　
弘

藤
井
上
組
西	

小　
島　
健　
一

藤
井
上
組
東	

細　
井　
理　
司

藤
井
下
組	

染　
谷　
幸　
雄

尾　
　
　
　
崎	

石　
川　
　
　
武

北　
　
　
　
袋	

関　
根　
富　
夫

尾
崎
団
地	

山　
田　
正　
明

【
手
子
林
支
部
】

上
手
子
林	

川　
邉　
和　
洋

下
手
子
林（
上
）	

杉　
山　
吉　
雄

下
手
子
林（
下
）	

石　
坂　
明　
彦

中
手
子
林	

石　
森　
　
　
実	

◎

神　
　
　
　
戸	

小　
島　
久　
佳

町　
　
　
　
屋	

濱　
野　
一　
郎

北　

荻　

島	

戸
ヶ
﨑　
清　
二

【
三
田
ヶ
谷
支
部
】

三
田
ヶ
谷
一
区	

吉　
田　
雅　
一

三
田
ヶ
谷
二
区	

野　
中　
孝　
一

三
田
ヶ
谷
三
区	

島　
﨑　
　
　
悟

弥　

勒　

北	

田　
村　
　
　
正

弥　

勒　

南	

福　
地　
貞　
夫	

◎

喜
右
エ
門
新
田	

林　
　
　
　
　
明

与
兵
エ
新
田	

内　
田　
浩　
市

【
村
君
支
部
】

上　

村　

君	

五
月
女　
一　
夫

下　

村　

君	

田　
口　
正　
明	

◎

　
　

堤　
　
	

児　
玉　
　
　
敦

　
　

名　
　

	

新　
井　
哲　
雄

常　
　
　
　
木	

早　
川　
　
　
明

　
自
治
会
連
合
会
で
は
、
３
つ
の
委
員
会

を
設
置
し
、
自
治
会
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】

　
自
治
会
活
動
の
活
性
化
お
よ
び
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
昨
年
度
は
、
自
治
会
活
動
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
、
自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ

シ
の
改
訂
、
自
治
会
向
け
各
種
様
式
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
自
治
会
が
抱
え
る
諸
問
題
の

検
討
や
自
治
会
加
入
率
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
主
防
災
推
進
委
員
会
】

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昨

年
度
は
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修

正
、
避
難
所
開
設
訓
練
へ
の
協
力
（
川
俣
、

井
泉
地
区
）、図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災

訓
練
の
推
進
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　
自
治
会
連
合
会
の
活
動
周
知
の
た
め
、
昨

年
度
は
、
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
第
16
号
・

第
17
号
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
の
作
成

と
配
布
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

　

第
18
号
の
発
行
に
当
た
っ

て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
地
域
の
自
治
会
活
動
を

今
後
も
紹
介
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
長
年
の
利
用
で
傷
ん
だ
り
、

破
損
し
た
場
合
は
、
自
治
会
長

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い

も
の
に
交
換
い
た
し
ま
す
。

回
覧
板
に
つ
い
て

令和４年度  自治会連合会年間行事予定
開催予定日 行　　事　　予　　定

４月12日
５月10日
５月31日
６月14日
７月12日
８月 ９日

18日
9月13日

10月11日
10月 予定
11月 ８日
11月 予定
12月13日
１月10日
1月 予定

2月14日
15日

3月14日
随時

常任理事会
理事会
第10回定期総会（書面議決）
理事会
理事会
理事会
自治連だより発行(第18号)
理事会
理事会
スキルアップ研修会
理事会
視察研修会
理事会
理事会
防災講演会
新春懇親会（未定）
理事会
自治連だより発行(第19号)
理事会
各委員会（総務、自主防災推進、
自治連だより編集）

自
治
会
連
合
会
の

各
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

羽生市自治会連合会だより （4）令和４年８月18日　第18号


